
中
ノ
堂
一
信
著

『
中
世
勧
進
の
研
究

　
i
そ
の
形
成
と
展
開
一
』

　
「
勧
進
」
と
は
「
入
を
勧
め
て
仏
道
に
入
ら
せ
、

善
根
・
功
徳
を
積
ま
せ
る
こ
と
」
（
中
村
元
噸
仏

教
語
大
辞
典
舳
）
で
あ
り
、
仏
教
に
お
け
る
教
化

活
動
を
指
す
の
が
原
義
で
あ
る
。
し
か
し
中
世
以

降
に
な
る
と
、
社
寺
造
営
や
仏
像
建
立
の
た
め
の

蓄
財
行
為
を
指
す
言
葉
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
ま
た
そ
の
名
目
の
も
と
に
種
々
の
芸

能
興
行
が
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
本
書
は
そ
の

よ
う
な
勧
進
に
つ
い
て
、
著
者
が
一
九
七
〇
年
か

ら
八
○
年
に
か
け
て
発
表
し
た
五
本
の
論
考
を
収

録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
勧
進
に
関
す
る
研
究
は
、
民
俗
学
に

お
い
て
柳
田
國
男
氏
以
来
の
蓄
積
が
あ
る
が
、
そ

こ
で
は
勧
進
聖
が
如
何
に
庶
民
信
仰
を
伝
播
し
た

か
、
こ
の
点
を
解
明
す
る
こ
と
に
焦
点
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
中
ノ
堂
氏
の
研
究
は
、
勧
進
そ
の

も
の
の
史
的
推
移
を
追
っ
た
も
の
で
あ
り
、
歴
史

学
に
お
け
る
勧
進
研
究
の
噛
矢
と
い
え
る
。
現
在

も
勧
進
に
関
す
る
論
文
で
は
最
初
に
引
用
さ
れ
る

先
行
研
究
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
一
書
に
纏
め
ら
れ

た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

　
そ
れ
故
、
本
書
の
内
容
は
既
に
多
く
の
研
究
者

の
目
に
触
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
簡
単
に
概
要
を

紹
介
し
て
お
く
。
第
一
章
「
中
世
的
「
勧
進
」
の

形
成
過
程
」
で
は
、
大
勧
進
職
に
任
命
さ
れ
た
勧

進
聖
が
、
寺
家
か
ら
事
業
を
全
面
的
に
請
け
負
っ

て
行
う
勧
進
を
中
世
的
「
勧
進
」
と
し
、
重
源
に

よ
る
東
大
寺
再
興
事
業
を
そ
の
画
期
と
す
る
。
第

二
章
「
東
大
寺
大
黒
墨
黒
の
成
立
」
で
は
、
寺
家

に
よ
る
重
源
の
大
勧
進
職
任
命
を
建
久
八
年
に
想

定
し
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
主
君
像
、
及
び
勧
進

聖
の
集
団
組
織
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
三
章

「
中
世
的
「
勧
進
扁
の
展
開
扁
で
は
、
中
世
に
お

け
る
勧
進
の
形
態
を
①
巡
歴
型
勧
進
、
②
幕
府
依

存
型
勧
進
、
③
朝
廷
助
成
型
勧
進
、
④
興
行
型
勧

進
と
し
、
鎌
倉
期
か
ら
室
町
期
に
至
る
勧
進
の
展

開
を
②
③
か
ら
④
へ
の
変
化
に
見
る
。
第
四
章

「
中
世
の
勧
進
と
三
昧
聖
扁
で
は
、
死
後
追
善
を

担
う
三
昧
聖
と
勧
進
と
の
関
係
か
ら
、
中
世
に
お

い
て
勧
進
が
盛
行
し
た
背
景
に
繊
か
ら
清
浄
へ
の

囲
復
を
願
う
中
世
人
の
精
神
構
造
が
あ
っ
た
と
し
、

第
五
章
「
勧
進
と
興
行
i
勧
進
の
近
世
的
展

開
」
で
は
、
勧
進
の
宗
教
的
側
面
が
風
化
し
、
演

能
の
た
め
の
名
自
と
な
る
点
を
勧
進
の
近
世
的
展

開
と
す
る
。

　
さ
て
、
奇
し
く
も
中
ノ
堂
氏
の
研
究
が
発
表
さ

れ
た
同
時
期
に
、
黒
田
俊
雄
氏
に
よ
り
顕
密
体
制

論
が
畏
唱
さ
れ
、
中
世
仏
教
史
研
究
は
寺
院
社
会

を
研
究
対
象
と
す
る
方
向
に
大
き
く
舵
を
切
っ
た
。

そ
の
結
果
、
顕
密
寺
院
・
地
方
寺
院
の
堂
塔
修

理
・
維
持
が
問
題
と
な
り
、
勧
進
に
関
す
る
研
究

は
一
気
に
花
開
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
｝
つ
の
成

果
は
、
「
無
縁
」
性
か
ら
様
々
な
寺
社
の
大
勧
進

職
に
補
任
さ
れ
、
造
営
事
業
を
請
け
負
っ
た
鎌
倉

中
期
以
降
の
禅
律
僧
に
関
す
る
研
究
で
あ
り
、
ま

た
戦
国
か
ら
江
戸
初
期
に
伽
藍
再
建
を
担
っ
た
本

願
に
つ
い
て
も
、
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
寺
社

勢
力
の
変
化
を
示
す
も
の
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い

る
。
ま
さ
に
懲
中
世
勧
進
」
の
研
究
は
、
中
ノ
堂

氏
の
翻
訳
を
継
承
し
つ
つ
、
質
量
と
も
に
深
化
し

た
と
書
え
る
だ
ろ
う
。
但
し
そ
の
一
方
で
、
「
勧

進
㎏
の
本
義
で
あ
る
「
教
化
扁
の
内
容
や
対
象
、

そ
こ
か
ら
生
じ
る
門
信
仰
」
と
い
っ
た
宗
教
的
側

面
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
深
め
ら
れ
て
い
る
と
は

言
い
難
い
。
民
俗
学
の
成
果
と
し
て
示
さ
れ
て
き

た
民
間
信
仰
の
伝
播
に
勧
進
が
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
し
た
の
か
、
雨
乞
祈
薦
・
虫
送
り
祈
願
な

ど
堂
塔
修
理
・
維
持
に
収
敏
さ
れ
な
い
勧
進
聖
の

活
動
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
な
ど
、
本
書

の
刊
行
を
契
機
と
し
て
再
び
「
中
世
勧
進
」
の
特
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介同

質
が
問
い
直
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　
　
　
（
四
六
個
刊
　
「
＝
　
九
日
野
　
二
〇
＝
「
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
法
蔵
館
　
税
別
一
六
〇
〇
田
口
）

　
　
　
　
　
（
坪
井
謝
　
京
都
造
形
芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
　
受
　
繕
　
誌

　
　
　
　
　
　
（
二
〇
＝
二
年
…
○
月
二
…
建
～

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
＝
二
年
一
二
月
～
九
冒
）

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
六
一
四

国
家
學
無
難
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
＝
～
六
－

　
九
・
一
〇

美
術
研
究
（
東
京
文
化
財
研
究
所
〉
四
「
○

ア
ジ
ア
研
究
所
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
一
五
二

日
本
歴
史
（
冒
本
歴
史
学
会
）
七
八
六

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
　
よ
ハ
五
1
～
○

岐
阜
経
済
大
学
論
集
（
岐
阜
経
済
大
学
学
会
）
四

　
七
…
一

三
康
文
化
研
究
所
所
報
（
三
猿
文
化
研
究
所
）
四

　
八

立
命
館
法
馬
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
三
四
九

経
済
研
究
（
｝
橋
大
学
経
済
研
究
所
）
六
四
－
四

中
央
研
究
院
　
歴
史
語
誉
研
究
所
旧
刊
（
中
央
研

　
究
院
歴
史
語
醤
研
究
所
）
八
四
－
三

神
道
宗
教
（
神
道
宗
教
学
会
）
二
三
〇

神
道
宗
教
（
神
道
宗
教
学
会
）
一
…
三
㎝

龍
谷
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
（
龍
谷
大
学
佛

　
教
文
化
研
究
所
）
五
一

日
本
研
究
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

　
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
四
八

史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
一
ニ
ニ
…
一
〇

歴
史
（
東
北
史
学
会
）
＝
＝

臼
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
　
山
ハ
一
五

回
悟
濃
（
信
濃
町
学
会
）
　
⊥
一
五
－
一
　
一

立
命
館
産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
産
業
社
会
学

　
会
）
四
九
…
二

海
事
史
研
究
（
日
本
海
事
史
学
会
）
七
〇

立
命
館
史
學
（
立
命
館
史
学
会
）
三
四

社
会
経
済
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
七
九
－
三

東
北
学
院
大
学
論
集
　
歴
史
と
文
化
（
東
北
学
院

　
大
学
学
術
研
究
会
）
五
～

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）
一
四

　
七

文
化
史
學
（
文
化
史
学
会
）
六
九

史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
同
理
会
）
八
三
九

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
七
八
七

考
古
学
報
（
中
国
社
会
科
学
考
古
学
研
究
所
）
二

　
〇
一
三
…
四

駿
台
史
學
（
駿
台
史
学
会
）
一
四
九

〇
二
面
○
窺
○
の
ク
ロ
ノ
ス
（
京
都
橘
大
学
女
性
歴

　
史
文
化
研
究
所
）
＜
○
い
．
三
五

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
六
五
一
五

　
　
編
集
後
記

　
九
七
巻
二
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号
に

も
優
れ
た
論
説
、
書
評
、
紹
介
が
集
ま
り
ま
し
た
。

年
度
の
変
わ
り
目
で
ご
多
忙
か
と
は
思
い
ま
す
が
、

ぜ
ひ
ご
味
読
く
だ
さ
い
。
　
　
　
（
小
野
聖
遷
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
葺
8
”
＼
＼
≦
芝
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Φ
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×
．
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二
〇
〇
｝
㎜
笠
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廟
ヨ
噸
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蜘
欄
　
　
定
価
一
、
二
〇
〇
円

　
史
林
第
九
七
巻
第
二
号
（
通
巻
第
五
〇
四
号
）

　
　
　
還
都
猫
左
京
鼠
宙
田
本
町
東
都
大
学
大
学
睨
文
学
研
究
科
内

　
　
　
　
　
を
　
　
ぽ

　
　
　
　
　
聾
A
漏
（
〇
七
五
）
七
五
三
肇
二
七
八
七

発
行
人

印
捌
所

蒋欝
一旦　○学
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